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増″ ::i無重力実験のため,.質量11,000 kgの飛行機が水平
「:画がち仰角 6げ・をなすよテlも 1初速 200m/sで飛行を開
:始した。.次の1(嵐)政び (じ に答えよ。 |11 ■‐.   1:
ただし,こ の飛行では空気の影響は考えず:重力の
みを考慮するものとする。また,重力加速度薔は鉛直
下向きに 9:3m/s2と する。    1 1 11

(a)鉛直方向の運動として,
答用紙に了Tクせよ。

(1)上向きの等速度運動

正しい
「
ものを 1つ選び ,‐ 解
:17´■ ● (3点 ).

上向き加速度gの等加速度導勲
下向きの等遺繭     1
下向き加速度 Lの等加速度運動
等速円運動

/′メ之

(b)鉛直方向の速度が Om/sになり,最高点に達するまでの経過時間は飛行を開始してか
らどれだけか。また,そのときの力学的エネルギーは,飛行を開始したときと比べて大
きいか小さいか。最も適切なものを 1つ選び,解答用紙にマークせよ。 (3点 )
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閥ま 図のまり
'7こ
T‐精ちがな水平面上に固定され

た平板に質量 10 kgの球が速さ 100m/sで衝

聟ぶ星み竃藁雹1写篭[亀あgil.
つ選び,解蓉猪紙にマークせよ。 (6点 )
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間 9.断面積 S[m2],高 さがH[m]で ある直方体の物体を密度 ρ[kg/m3]の液体に浮かべた
ところ,図のように深さα[m]で静止 した。このとき重力と浮力の釣 り合いから物体の質
量
“
は,z=ρ Sα [kg]と 表現できる。いま,物体を鉛直下向きに微小量χ[m]だけ押 し

込むと浮力 Fは O Sχ)g[N]だけ増カロする。この状
態から物体を離すと物体は上下に単振動を始める。

この単振動の周期T[s]を表す式として,正 しいもの

を 1つ選び,解答用紙にマークせよ。
・わ
ただし,物体の密度は一様であり,液体の表面張
力や液面の揺れは無視でき,重力加速度の大きさを
g[m/s2]と する。 (6点 )
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問 10.質量
“
の下様で,十分細長い筒ABがある。筒の両端は開いており,ABの 間Cに

質量は無視できる仕切りがある。この筒をなめらかに回転できるようにCを支点とし
て支えたところ,図のように端Aが水平な床に接            あ

した。CB部分に水をため,一杯になつたときに
端Aが床に及ぼす力を 0になるようにしたい。筒
の断面積を S,水の密度をρとするとき,Aから
Cま での長さ′1と BからCまでの長 さらの関係 と
して,正 しいものを 1つ選び,解答用紙にマーク
せよ。 (6点 )
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間 11.静止している人の近くを90 km/hの速さの電車が振動数 600 Hzの警笛を鳴らしなが
ら通過した。次の (a)及び (b)に答えよ。ただし,空気中の音速は 340m/sと し,風は
ないものとする。

して,最も近いものを 1
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音の振動数 [Hz]と して,最も近いものを 1つ選
(3点 )
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間 12.図のよ うに,鉛直に立てられた断面積 S[m2]の シリンダに質量 ″[kg]の ピス トン
を置いて閉容器 とする。シリンダの中に気体定数 R[」/(mo1 0 K)]の 理想気体を

“
[mOl]入

れたところ,ピス トンの高さが 乃[m]と なった。この状態からカロ熱器によつてゆつくりと
熱を加えたところ, ピス トンの高さが 1.5乃 [m]に変化し

た。このときのシリンダ内の気体温度T[K]を表す式とし

て,正 しいものを 1つ選び,解答用紙にマークせよ。
ただし,大気圧を P。 [Pa],重力加速度をg[m/s2]と し,

シリンダとピス トンの間の摩擦は無視できるものとする。

また,シ リンダの壁とピス トンはともに断熱材でできて
おり,加熱器以外での熱の授受はないものとする。
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問 13.図のように,抵抗値が 16Ωである 7個の抵
抗を使用した回路がある。端子 ab間に 112Vの
直流電圧を加えたとき,こ の回路の全消費電力の

値 [W]と して,正 しいものを 1つ選び,解答用紙
にマークせよ。ただし,直流電源の内部抵抗は無
視できるものとする。
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中心をMと した場合,MQ間 に生ずる誘導起電力VMQの大きさは
PQ間に生ずる誘導起電力V PQの 大きさの何倍となるか。正しい O MI
ものを 1つ選び,解答用紙にマークせよ。 (6′点)
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間 15.図の回路において,Eは起電力が 7.5Vの電池,Rl,R2は抵抗値がそれぞれ 2.0‐Ω」|
3.OΩ の抵抗,Cl,C2は 電気容量がそれぞれ 1.O μF,2.O μFのコンデンサ,Ll, L2
は自己インダクタンスがそれぞれ 4.O mH,2.O mHで あるコイルであるとき,次の (a)及
び (b)に答えよ。ただし,電池の内部抵抗とコイルの抵抗は無視できるものとし,最初 ,
コンデンサCl,C2は電荷を持つていないもの
とする。

(a)ス イッチ Sを閉じて十分時間が経過 した
とき,電池から流れ出る電流 I[A]の値として ,
正しいものを 1つ選び,解答用紙にマークせよ。

L2  R2

(3′点)

(3)3.O A

b)(a)の とき,コ ンデンサC2に蓄えられている電気量 [μ C]の値として,正 しいものを
(3,点 )つ選び,解答用紙にマークせよ。

(1)1.O μC (2)1.5 μC (3)3.O μC 045μ C σ ■O μC
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16.2平 1面 χ十ッ+2z-3=0, 2-y+z+1=0
解答用紙にマークせよ。

(1) 0°

θ
のなす角として , 正 しいものを 1つ選び ,
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17.cOsθ +sinθ =α
:の とき, sin2θ の値として,

クせよ。
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正しいものを 1つ選び,解答用紙にマ‐
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問20.2次方程式 ノ+2(α -3)″ +α+3=0が異なる2つの正の解をもつ場合,
して,正 しいものを 1つ選び,解答用紙にマークせよ。
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解答用紙にマークせよ。               (6点 )
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間 22.関数 /0)=ノ+6`″十らで 0<α <1とするとき,-2≦″≦1の範囲で,この関数の
最大値が2,最小値が-1となる。このときα,ら の組み合わせとして,正しいものを 1
つ選び,解答用紙にマークせよ。 (6点 )
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間 24.三角形ABCに おいて,AB=4,AC=6,∠ A=60° とする。∠Aの 2等分線 と
BCの交

`点
を Pとするとき,次の (a)及び (b)に答えよ。
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「1つ選び,解答用紙にマークせよ。  (3点 )
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問 25.底面の半径が α,高さが 2α の直円柱がある。この底面の直径を含み,底面と 60°
の傾きをなす平面で直円柱を 2つの部分に分けるとき,小さい方の立体の体積として
正しいものを 1つ選び,解答用紙にマークせよ。 (6′点)
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